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5. 高度経済成長期：生活の変化とと
もに川との関わりは疎遠になる

4. 久知川とともにあったかつての
   久知河内集落の生活

2. 自然環境再生・保全活動にはどの
ようなものがあるか

3. 交流活動にはどのようなものが
   あるか

6. 二次林と里山

5. 造林と育林、森林管理

1. 自然環境保全活動と生産･経済活動、交
流活動を繋ぐ久知河内集落の地域作り

4. 人工林は「木の畑」

4. 市民が共有する移動手段

2. 自動車利用の隠れたコスト

1.

久知河内集落の自然環境保全活動は、久知川とそ
の流域の棚田がフィールドである。かつて豊かな生
活資源を供給する水環境であった久知川と集落の
人々の関わりは、一時疎遠なものになったようにみ
える。また、集落上流部の棚田には耕作放棄地が目
立ち、草木に覆われている地域が多く見られる。だ
が、その後集落の人々は、久知川流域の自然環境を
自らの生活の場として意識的に目を向け、自然環境

保全・再生に積極的に関わっている。また、その自
然環境保全活動を地域の資源として、経済活動と結
びつけた地域づくりに取り組んでいる。
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5. 造林と育林、森林管理

1. 自然環境保全活動と生産･経済活動、交
流活動を繋ぐ久知河内集落の地域作り

4. 人工林は「木の畑」

4. 市民が共有する移動手段

2. 自動車利用の隠れたコスト

1.

持続可能な地域作りの活動内容は、以下のように
分類される。

流域の自然環境保全と
それを生かした地域づくり

第４章　住民・市民による持続可能な地域づくりー久知河内集落を事例にー

第
２
節

流域の自然環境保全と
それを生かした地域づくり

【概要】

久知河内集落の自然環境保全活動は、久知川とその流域の自然環境の豊かさを再発見することから始

まった。そもそも、この活動への取り組みの背景には、村落人口が減少し、伝統行事や水田の維持もま

まならなくなってくる現実に対して、「自分たちの集落は、持続可能なのか」という危機意識が村落住

民の中に共有されたことにあった。そのような危機意識・問題意識をもとにして、地域の豊かな自然と

しての水環境（久知川）の存在を見直し、その流域の自然環境との関わりを中心にした自然環境保全活

動と、それを生かした地域興し活動に取り組み始める。

さまざまな自然環境保全・再生活動に取り組んでいるが、その中心的取り組みが、1997 年度に始まっ

たホタル祭りである。

【ねらい】

本節では、久知河内集落の環境保全活動として久知川流域のホタル祭り・ビオトープづくりを、また

自然環境を生かした生産活動としてホタルの里の「ホタル米」の産直活動「米ニティ」活動を紹介する。

今日、各地の自然環境保全活動として、流域を単位として取り組むことが多く見られる。その事例とし

て、久知河内集落のホタル祭りと棚田ビオトープづくりを取り上げて、久知川流域の自然環境保全活動

を通して、経済活動と結びつく村域興しが目指されていることを紹介する。
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知川浄水場が完成し、簡易水道に代わって、久知河
内にも上水道の給水が始まった。簡易水道や上水道
の普及によって、水汲みや水運び等の過重な家事労
働から解放され、生活の快適さや利便さを農村生活
でも享受できるようになった。
一方で、生活様式の近代化とともに、それまで濃

密であった川と日常生活の関係が疎遠になっていく
のが、高度経済成長期の日本の各地にみられた現象
であったといわれる。川での洗濯、野菜洗いなどの
姿は消えていく。日常生活と切り離された川への関
心は徐々に薄れていくのだろう。家庭排水が川に注
ぎ込むようになる。
更に、川との関係が疎遠になる契機は、水害から

人々の生活や財産を守るために、洪水防止のための
河川工事が進められたことである。
1967（昭和 42）年から 1968（昭和 43）年に、久

知川の護岸工事が行われた。1964 〜 1966 年にかけ
て、久知川が 3年連続氾濫したことで、久知河内集
落は水害の被害を受けた。この水害は、新潟県下越
の関川流域で大きな被害をもたらした羽越水害の時
と重なる。久知河内集落にある菊池茂雄さん宅も床
上浸水し、5日間ほどを蔵の中で生活したという。
これらの水害を受けての護岸工事であった。
当時の河川工事の考え方は、洪水となっても氾濫

して水害をもたらすことのないように、上流の水を
速やかに下流に流すというものであった。このため

に、久知川にも機械を入れ、川をならし、淵や瀬も
なくした。また、洪水時でも氾濫することのないよ
うに堤防を高くした。それにより、写真 4のような
石積みの堤防から、写真 1のようなコンクリートブ
ロックで護岸を固め、また堤防を高くし、更にその
上にコンクリートブロックを高く積み上げた現在の
堤防に変わった。堤防が各家庭の庭よりも高くなっ
た。人は川の中に簡単には入れないような構造と
なったのである。このような変化に関して、次のよ
うな住民の回想がある。（久知河内ホタルの会『昔
からずっと、川とともに、久知河内』2003 年 3 月、
3頁）

　―大雨が降り続き洪水になり、堤防が決壊、道
路がなくなり、その後現在のようなブロック積

み護岸になり堰もコンクリートで高くなり、魚

も昇ってこなくなった。

かつて川は、自然の恵みをもたらすとともに、と
きに洪水による災害をもたらす恐ろしい存在であっ
たが、流域の人々にとって「中心的な存在」であっ
た（嘉田由紀子等　15 頁）。そのような人々の日常
生活に密着した「近い川」から、それからは切り離
された「遠い川」への変化があった。久知河内集落
の人々の日常生活における川との関わりも、そのよ
うな時代の流れの中にあったといえよう。
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１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10　鮭の稚魚放流活動　

1993 年から、3 月中旬頃に集落の上流部で鮭の稚
魚放流に取り組み始めた。2007 年も十万匹を放流
した。放流活動から 10 年余り経過し、成長した鮭
数十匹が回帰し、久知川の途中まで遡上する姿も見
られるようになった。久知川に設けられている堰の
ために、鮭が久知河内集落まで遡上できない河川構
造になっている。このため、鮭の戻れる川づくりを
目指して、3 年前から魚道づくりを県に申請してき
た。その結果、集落下流部には堰を改修して、魚道
が設けられた（新潟県佐渡地域振興局地域整備部計
画調整課『トキの川づくり通信　VOL.1』2007. 10. 
15 発行より）。

１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10　トキ野生復帰を視野に入れた棚田ビ
オトープづくり～獨協大学との共同作
業を中心に～

佐渡島内では海岸部や山間部まで、今でも手入れ
の行き届いた美しい棚田を見ることができる。しか
し、高齢化の進む地域では、労力のかかる山間地棚
田の耕作放棄が進んでいる。ここ久知河内集落でも
例外ではない。

久知河内集落には、久知川沿いを中心に山間に
27 ～ 30ha の水田がある。だが、集落上流部には山
間の棚田が多く、その多くが耕作放棄地となってい
る。耕作放棄地は、すでに低木が繁茂しているとこ
ろが多く見られる。

久知河内集落では、2002 年から 3 カ年間、獨協
大学のオープンカレッジが開催され、経済地理学研
究室（乾研究室）学生が久知河内集落を訪問した。
彼らの活動の中心は、住民との共同による集落上流
部で耕作放棄された棚田のビオトープづくりと「地
元学」による「あるもの探し」活動である。棚田ビ
オトープはトキ野生復帰後の餌場となる。

オープンカレッジは、2002 年は 7 月 25 ～ 28 日、

自然環境再生・保全活動
鮭の稚魚放流

水生生物調査活動
棚田ビオトープづくり

生産・経済活動
「ホタル米」産直

　　　交流活動
ホタル祭り

「米ニティ」活動
棚田ビオトープづくり
オープンカレッジ

図 1　久知河内集落の地域作り活動の内容

写真 4　獨協大学と共同でつくった棚田ビオトープの現在　　　　　　　　　 （いずれも筆者撮影）

写真1〜3　獨協大学によるビオトープづくりの様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれも菊池茂雄氏提供）

2002年 7月の造成地 2003年 7月の造成地
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2003 年は 7 月 25 日～ 30 日に開催された。その期
間に、集落上流部にある棚田をビオトープとして再
生する活動に取り組んだ。
なお、棚田ビオトープづくりには 2007 年度から

佐渡市による補助金を受け活動に取り組んだ。

１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10　河崎小学校による環境学習の一環と
して久知川の生物調査活動

久知河内集落の河口に位置する河崎小学校では、
これまで 4年生でホタルの学習に取り組んできた。
それに関わって久知河内集落の住民（保護者）が、
地域の自然環境や行事について子どもたちに講話を
行っている。また、久知川の水生生物の調査や鮭の
稚魚放流なども、久知河内の人々が参加して取り組
んでいる。

5. 高度経済成長期：生活の変化とと
もに川との関わりは疎遠になる

4. 久知川とともにあったかつての
   久知河内集落の生活

2. 自然環境再生・保全活動にはどの
ようなものがあるか

3. 交流活動にはどのようなものが
   あるか

6. 二次林と里山

5. 造林と育林、森林管理

1. 自然環境保全活動と生産･経済活動、交
流活動を繋ぐ久知河内集落の地域作り

4. 人工林は「木の畑」

4. 市民が共有する移動手段

2. 自動車利用の隠れたコスト

1.

１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10　ホタル祭りによる交流活動―「ホタ
ルの里」の復活を目指して―

久知河内集落のホタル祭りは、例年 6月中旬から
下旬の時期である。当初、ホタル祭りの期間は 2週
間であったが、近年は 10 日間ほどに短縮している。
2007 年 6 月も、久知河内集落では久知川流域の

ホタル祭り（6/20 ～ 6/30）で賑わった。気温が上
がらず、例年よりホタルの数が少なかったため、こ
こ数年間のホタル祭りの来訪者数に比べると若干少
ない。それでも、ホタル祭りの 10 日間に、佐渡島
内外から 983 名の来訪者があった。ホタルを通して
の住民と外部からの訪問者との交流を実現してきた
（表 1）。
久知河内集落でホタル祭りが始まったのは、1997

年のことである。それまでのいきさつをまとめてみ
る。
1991 年頃、久知川流域に大量のホタルが発生し

て、口コミで多くの人が訪れるようになる。このた
めに、人々が車で集落に乗り入れることによるホタ
ルへの悪影響が懸念されるようになり、ホタルを守
るための組織づくりが始まる。
1997 年（平成 9 年）に集落の総会で、集落ぐる

みでの組織を立ち上げることが決まる。折しも、同
年度から旧両津市による「地域おこしチャレンジ事
業」が始まる。その補助事業に申請し、採択（1997
年度から 3か年間）されたことで、ホタルを守る会
の組織づくりが進む。それが、「久知河内ホタルの会」
（「ホタルの会」と呼ぶ）である。
翌1998年4月1日には会則が施行され、会長1名、
副会長2名、庶務幹事2名、会計2名で運営している。
「ホタルの会」には、集落の多くの住民が会員となっ
ている（本章第 3節の図 2参照）。
会員数は 2001 年 3 月現在で 50 名、2007 年 3 月
現在で 49 人である。2007 年 9 月現在の村落の全住
民数 85 人の 58％に当たる。
ホタル祭りに際しては、訪問者のための「ホタル・
マップ」やホタル鑑賞のルール説明書を作成して、
配布している。ホタル鑑賞を通して、自然環境との
つき合い方やルールを学ぶことが意図されている。

写真 5　ホタル祭りの様子　　　　　　　　　（菊池茂雄氏提供）

表 1　「ホタル祭り」来訪者数

年 度 来 訪 者 数

1998（平成 10） 2,025

1999（平成 11） 1,038

2000（平成 12） 1,763

2001（平成 13） 1,609

2002（平成 14） 1,506

2003（平成 15） 1,639

2004（平成 16） 2,537

2005（平成 17） 2,439

2006（平成 18） 2,185

2007（平成 19） 983
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2011 年夏に、久知河内集落での聞き取りを行っ
た。それによれば、2010 年・2011 年の「ホタル祭り」
は中止になった。理由は、ホタルの数の減少である。
その原因は明らかでないが、中心的活動の中止は地
域づくりにどのような影響を及ぼすのかその動向を
見守りたい。

１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10　「米ニティ」活動―「ホタル米」販売
を通しての首都圏住民との交流―

地域の自然環境保全活動を生産活動に結びつけ、
地域の経済発展と活性化をねらいとして取り組んで
いるのが、「米ニティ」活動である。この活動は、
1997 年の「ホタルの会」発足当初からのものである。
「米ニティ」活動は、米の販売を通して首都圏の

消費者・人々と交流することを目的とする事業であ
る。地元の水田で生産されるコシヒカリ 100％米の
産直活動によって集落の経済活動の活性化を図ると
ともに、生産現場やホタルの生息環境を見てもらい、
外部の人々と交流することで地域興しにつなげたい
との住民の願いがある。

この活動は、 国土庁（当時）のアドバイザーとし
て久知河内の地域ビジョンづくりに携わった浦野秀
一氏が仲立ちとなって、埼玉県川口市民向けのコシ
ヒカリの産直活動として取り組み始めたものであ
る。

「米ニティ」に携わる耕作農家（生産者）は、
2003 年度は 12 人、2007 年 7 月の聞き取り時には 7
名であり、主に「ホタルの会」の役員が主となって
いる。「ホタル米」のブランド名で売り出している。

米の会計年度は 10 月から翌年の 9 月で、顧客から
その年度内の発送予約量をあらかじめとり、各顧客
担当者を決めておく。担当者は月ごとに依頼された
量を発送することになる。川口市民を中心とする顧
客は、ここ数年の動向を見ると16～20人程度である。

発送の数量は顧客によってまちまちであり、近年
では要求の多様化が見られ、遠く九州の親戚に発送
依頼する例も見られる。また、玄米、精米等の個別
の要求があり、耕作農家はそれぞれそれに応じて対
応している。ブランド用の袋は作ってないが、ホタ
ルのシールを自作し袋に貼っている。生産者の写真
やプロフィールの紹介も行っている。
「ホタル米」産直活動には、久知河内集落の住民

にとって次のような二つの意味が考えられる。ひと
つは、「ホタルの里」復活というの自然環境保全活
動がベースとなり、「ホタル米」産直の経済活動に
結びついているということである。自然環境保全活
動によって地域の環境資源の価値を高めることで、
集落で生産されるコシヒカリの付加価値を高め、経
済活動の活性化を図るものである。

もうひとつは、「ホタル米」産直という「米ニティ」
活動によって、都市住民との交流を目指しているこ

写真 6　「ホタル鑑賞ルール」と「ホタル・マップ」
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第 4章　住民・市民による持続可能な地域づくり―久知河内集落を事例に―
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